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Ⅰ　事業所の概要

1 事業所名及び代表者名

東信工業株式会社
代表取締役 山口裕央

2 所在地

東京都足立区青井3-12-10

ＴＥＬ 03-3849-5357(代表)
ＦＡＸ 03-3849-7957
e-mail ea21@t-kk.jp

3 環境管理責任者等

・ 環境管理責任者 伊藤元喜

・ 工事部 環境推進委員 伊藤元喜

・ 企画管理部 〃 門脇奈美

・ 経理部 〃 谷田部綾子、村田美笛

4 事業内容

5 事業の規模

6 対象範囲

全組織・全活動

379

百万円

活動規模 単位

従業員

工事等の件数

売上高

2021年6月～2022年5月

建設業 (下水道工事、水道工事、道路舗装工事、建築工事)

件

184.11

49

事務所床面積 ㎡

人

2021年度

1,673

301㎡資機材置場面積

倉庫床面積 ㎡ 93.1
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Ⅱ　環境目標とその実績

※ 当社の事業活動における環境負荷を「環境負荷の自己チェック」で把握し、次の項目を環境目標
として策定した。環境目標の詳細内容及び実績は下記の通りである。

年度
事項

「環境方針に」
掲げた事項」

軽油

【目標達成状況】 ○：達成　△：未達成であるが基準値より改善　×：未達成 電気の二酸化炭素排出係数　：　0.277kg-CO2/ｋWh
2021年度における二酸化炭素の総排出量：97,787kg-CO2

その他 2台
ハイブリッド車導入

実態の把握を 実態の把握を- 実態の把握を 実態把握した 実態の把握を

126個 実施 実施 実施

斜式SS工法 斜式SS工法
する製品及び - 既設管路耐震化 耐震化実施人孔数 既設管路耐震化 既設管路耐震化 既設管路耐震化

斜式SS工法ﾏﾝﾎｰﾙ数

○
自らが施工・販売・提供 斜式SS工法 164個 斜式SS工法

サービスに関する項目 実施

保管量管理
毎月実施

－ 購入量･使用量･ 化学物質の適
正管理

化学物質の適
正管理

化学物質の適
正管理

2.92m3/人 2.89m3/人 2.85m3/人

化
学
物
質
の
適
正
管
理

化学物質の
適正管理

2010年度

化学物質
の適正管

理
○

水道水の削減

排
水
量
の
減
少

2010年度

○（m3/人） 7.32m3/人 2.97m3/人 2.55m3/人

99.47% 　　下回らない 　　下回らない 　　下回らない
産業廃棄物の削減

再資源量／建設副産物合計（％）

排出量削減 基準年度を 基準年度を 基準年度を 基準年度を

（従業員１人当たり）

2011年度

×

廃棄物

99.57% 　　下回らない

38.6㎏／人 38.1㎏／人
一般廃棄物の削減

排出量削減
廃
棄
物
の
削
減

2010年度

○

廃棄物

48.9㎏／人 39.6㎏／人 21㎏／人 39.1㎏／人

12.6
7.50

CO2総量 18272 32934 35375 35375 35729 36083

(km/L) ガソリン 11.5 12.35 12.35 12.47

50620 50718 50718
自動車燃料の削減 2011年度

○
前年度の実績値以下 前年度の実績値+1％ 前年度の実績値+2％

排出量削減 3.68
CO2総量 59116 48726 50620

二酸化炭素 4.96 5.14 5.14 5.15 5.15
2011年度

○
前年度の実績値以下 前年度の実績値+1％ 前年度の実績値+2％

CO2総量 8692 6562 6791 6709 6660

135kg-CO2
（従業員１人当たり）

都市ガスの削減 197kg-CO2 134kg-CO2 139kg-CO2 137kg-CO2 136kg-CO2
93.3m3/人 63.8m3/人 64.2m3/人 63.4m3/人 62.9m3/人 62.5m3/人

排出量削減 △31.6% △32% △32.6%
二酸化炭素

6622
2010年度

△
△33%

CO2総量 15692 6820 5000 6769 6671

135kg-CO2
（従業員１人当たり）

電力の削減 356kg-CO2 139kg-CO2 102kg-CO2 138kg-CO2 136kg-CO2
948kWh/人 502kWh/人 368kWh/人 498kWh/人 493kWh/人 488kWh/人

二酸化炭素

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減

2010年度

○
排出量削減

～2022年5月

目標値
6月～5月 2021年6月 ・達成状況
年度実績 目標値 年度実績 目標値 目標値 目標値

基準年度
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

グリーン購入の促進

○
再生資源／全体量 踏まえ設定

環
境
配
慮
事
項

86.41%

2010年度

踏まえ設定 踏まえ設定 踏まえ設定

-

３



Ⅲ　主要な環境活動の内容及び取組結果の評価・次年度の取組内容

電力の削減（工事部、経理部、企画管理部）

① 不要照明の消灯
（各グループごとに責任者がチェック）

② PC電源をまめに切る
（各グループごとに責任者がチェック）

③ 不要なコンセントを抜く

都市ガスの削減（経理部、企画管理部）

① 冷房28℃、暖房20℃設定
　 （各グループごとに責任者がチェック）
② 退社時必ず空調の電源を切る

（最後に退社する者がチェック）

自動車燃料の削減（工事部、企画管理部）

① 最短ルートの確認
② エコドライブの実施

（アイドリングストップ、急発進・急停車
はしない）

一般廃棄物の削減（経理部、企画管理部）

① 分別の徹底
（ペットボトル、缶、びん、コピー用紙、新聞紙）

② 一般廃棄物の量を削減する
（マイボトル、弁当を持参する）

産業廃棄物の削減（工事部）

① 3Rを意識する。
② 廃棄物の分別を行い、個別に処分する。
③ 処分する前に、再利用できるものに関して

検討し、廃棄物の削減に取り組む。

水道水の削減（経理部、企画管理部）

① 食器を洗う時、手を洗う時などこまめに
蛇口を閉める

② 洗濯物のまとめ洗い
③ トイレの消音器使用

化学物質の適正管理（工事部）

① 購入量管理
② 使用量管理
③ 保管量管理

環境配慮事項（工事部）

① 人孔上部補修工事
② 既設管路耐震化工法

③ グリーン購入

④ ハイブリッドカー導入 　自動車燃料の削減に役立てていきたい。

　達成できた。
　今後も感染症予防や衛生管理に取り組みながら、無駄
な水は使わないよう節水の意識を持って、水道水の削減
に努めていきたい。

　管理出来ている。
　原則現場での使い切りとすることを徹底できている。使
い切り出来ない場合は管理を徹底し、他現場で使用する
よう工夫している。

取組結果の評価・次年度の取組内容

　達成できた。
　不要な部分では電力を使わないよう、会社全体で節電
の意識を持って取り組んでいた。今後も一人一人が不要
な電力を削減するよう心がけていきたい。

　達成できなかった。
　冷暖房の温度管理、人数に応じた設定や電源管理をよ
り意識して、基準値からの改善だけでなく、安定した目標
の達成に取り組んでいきたい。

 達成できた。
　アイドリングはしないように、朝礼で呼びかけている。軽
油でも目標を達成することができたので、引き続き安全に
気を付けながら最短ルートでの走行やエコドライブを心が
けたい。

　SS・耐震の施工量も安定している。
　KY活動もしっかり取り組み、安全な施工ができている。
今後も安全管理・品質管理を徹底し、販路拡大を目指し
ていきたい。

　活用できている。
　可能な限り再生資源を利用し、再生率を高めていきた

　達成できた。
　ごみの分別をしっかり出来ている。弁当ごみ削減のた
めの宅配弁当利用や、ペットボトル削減のためのウォー
ターサーバー利用に取り組めているため、引き続き徹底
していきたい。

　達成できなかった。
　指定材料以外のものは再生資源を利用することを徹底
し、再資源化に取り組んでいきたい。

環境活動計画の内容（実施担当）
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Ⅳ　環境関連法規への違反、訴訟の有無

当社に適用される主な法規は以下の通りで、これらの環境関連法規への違反は
ありませんでした。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。

都民の健康と安全を確保する 敷地内工事については、施主と 対象工事なし
環境に関する条例 協議のうえ、適切に対応する。 → 評価結果：良好
（環境確保条例）

騒音規制法 特定建設作業を行う際は、 2022.5.31
区市へ事前届出する。 区役所への届出書の提出

→ 評価結果：良好

振動規制法 特定建設作業を行う際は、 対象工事なし
区市へ事前届出する。 → 評価結果：良好

都民の健康と安全を確保する 指定建設作業を行う際は、 2022.5.31
環境に関する条例 敷地境界上の騒音基準値 低騒音の機械を使用
（環境確保条例） を守る。 → 評価結果：良好

都民の健康と安全を確保する 指定建設作業を行う際は、 2022.5.31
環境に関する条例 敷地境界上の振動基準値 低振動の機械を使用
（環境確保条例） を守る。 → 評価結果：良好

2022.5.31
廃棄物の処理及び清掃に 保存している委託契約書と 5年間保管している
関する法律 マニフェストを確認する。 → 評価結果：良好
（廃棄物処理法）

産業廃棄物の一時保管時、
保管場所の掲示板を確認する。

産業廃棄物管理票交付等
状況報告書の控えを確認する。

建設工事に係る資材の 建設リサイクル法対象工事に 対象工事なし
再資源化等に関する法律 ついては、元請事業者であれば、 → 評価結果：良好
（建設リサイクル法） 特定建設資材の処理等に関する

計画書を発注者へ交付し、
説明した控えを確認する。

元請事業者であれば、発注者が
役所への建設リサイクル法に
基づく届出をするのを、サポートする。

元請事業者であれば、リサイクル等が
完了（工事完了）した時は、
発注者へ書面で報告するとともに
リサイクル実施状況に関する記録を
保存する。

都民の健康と安全を 自社保有のディーゼル車は、 2022.5.31
確保する環境に関する条例 車検証により、初度登録から７年 車検証を確認
（環境確保条例） 経過しているかどうかチェックする。

７年以上経過しているディーゼル車は
後付けの排出ガス低減装置が
必要かどうかチェックし、
必要な場合、対応する。

ディーゼル車の給油の控えにより、 納品書確認
正規のガソリンスタンドで
給油していることをチェックする。

自動車運転手に、 ドライバーに確認
アイドリング・ストップを
励行していることを確かめる。 → 評価結果：良好

使用済み自動車の 自社保有の自動車を廃車する場合、 対象車両なし
再資源化等に関する法律 登録業者へ引き渡し、「使用済 → 評価結果：良好
（自動車リサイクル法） 自動車引取証明書」をもらう。

足立区廃棄物の 足立区の収集・運搬のルールに 2022.5.31
処理及び再利用に関する条例 従って、ゴミを出していることを 有料ゴミ処理券の添付

確認する。 → 評価結果：良好

適用環境法令等 当社の対応状況 遵守状況
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Ⅴ　代表者による全体評価と見直し結果

代表者による評価

[環境方針]

見直しの必要性：有 無 　今後も遵守する。

[目標・環境活動計画]

見直しの必要性：有 無 達成状況の把握と分析から来期目標をたて、
周知徹底をはかる。

[環境経営システムの各要素]

見直しの必要性：有 無 今後も勉強会を実施し、
目標達成できるよう努力する。
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会社にペットボトルのキャップを集めるBOXを設置

集めたペットボトルのキャップを

足立区役所へ持っていきました

実施日：2021年4月8日

持参した１２．９㎏（約６４５０個）のキャップは

世界のこどもたちに提供されるポリオワクチン

約９．６人分にかえることができました

Ⅵ　その他の社会貢献

＊ペットボトルキャップ回収・リサイクル
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＊工事部

安全衛生管理における優秀成績で表彰状をいただきました。

件名 芝浦水再生センター併設芝浦ポンプ所沈砂池設備設置に伴う建設工事

授与日： 2021年11月1日

 

＊ハイブリッドカー導入

社有乗用車としてハイブリッドカー2台を導入しました。

導入開始： 導入開始：2021年10月 2021年11月
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＊ボランティア活動

地域の信用金庫の職員の方々と一緒に

ごみ拾いを行いました

4つのルートに分かれて青井駅や青井小学校の周辺

などを周り、皆さんの協力でたくさんのごみを回収

することができました

実施日：2022年5月26日
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